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私が麹町中学校の校長に着任してから丸二年が経ちました。この間、同窓会の皆様には毎年

開催している特別授業「卒業生が講師」や会議室のＩＣＴ（Information & Communication 

Technology）整備をはじめ、日頃から様々な形で麹町中の教育活動へご支援を賜りまして誠に

ありがとうございます。厚く感謝申し上げます。 

現在、国では激しく変化する時代を担う人材の育成を目指し、大学入試制度改革をはじめと

する様々な学校教育改革が進められています。このことは現在の学校教育の目標や教育活動が

生徒たちにとって真に社会で再現できる力を身につけさせるためのものになっていないという否定的

な考えが背景にあると私は感じています。 

 本校においてもこの 2 年間、根本的な教育課程の見直しと学校運営の改善作業を続けてまいりました。昨年度、本校の 2 年

生がいきなり全国大会出場を果たしたクエスト・エデュケーション（企業への模擬インターシップ）や、現役 TV アナウンサーからプレゼ

ンテーション技術を学ぶアナウンス塾の実践などは、社会とのかかわりを重視した象徴的な取組みの一つと言えます。 

現在行っている様々な改善作業は、決して特別な教育改革を進めようとしているものではありません。もちろん、かつての超進学

校としての立場を復活させるためのものでもありません。基本に据えているのは古き時代から変わりなく求められている教育の本質、

生徒自身に「自律」の精神を育んでいくことにあります。自らを成長させるためのもっとも価値ある教育財産は「自分たち自身」であ

ることをすべての生徒に自覚してほしいと思っています。 

昨年度、生徒自身の手で企画・運営のすべてを行う文化祭を久々に復活させました。質の高い合唱、演劇に加え、自主映画

制作やダンス、生徒たちの創造性豊かな表現力に会場は大歓声で応えてくれました。改めて生徒たちの可能性に驚かされた一日

となりましたが、当日の大成功までの約 4 か月、生徒たちには様々な困難があり、仲間同士の衝突もありましたが、これこそが本校

がもっとも大切にしたい教育だと考えています。 

よい教育サービスを期待し続け、うまくいかないことを誰かのせいにする受け身の生徒では、自らを伸ばすことはできません。私は

同窓生の皆様とお会いするたびに、名門麹町中としての皆さんの誇りが同期で学んだ友人たち、「人」そのものにあるのだということ

を強く感じさせられてきました。人材こそが麹町中の宝であるという本校の伝統を在校生達にも引き継いでいってもらいたいと思って

います。 

今年度から本校は学校運営協議会制度（いわゆるコミュニティスクール）を取り入れた学校運営をスタートしました。弛むことのな

い改善はよりよい学校づくりの基本です。この制度を十二分に活かし、同窓会の皆様と共に誇り高き麹町中を引き継いでいきたい

と考えています。今後も一層のご支援を賜りますようお願い申し上げます。 

名誉会長挨拶 

 
 
 

同窓会会長 古賀 知（10 期） 
 
麹町中学校同窓会規約第 11 条に基づき、 

平成 28年度の同窓会総会を右記の要領で開催
いたします。 
同期の仲間に呼びかけ、お出かけいただきます

ようお願いいたします。 
  

 

記 
 

開催日時： 平成 28年 6月 26 日(日) 10 時 30 分～ 

開催場所： 麹町中学校 合同教室（千代田区平河町 2-5-1） 

会    費： 無料 
（ただし、同窓会の年会費が未納入の方は当日 2,000 円をお支払ください） 

議事内容： 

（１）平成 27 年度活動報告  
（２）平成 27 年度会計報告 同 会計監査報告 
（３）平成 28 年度活動計画（案） 
（４）平成 28 年度予算（案） 
（５）役員改選 
（６）その他 

（以上） 

（議事終了 11 時 30 分予定） 

総会終了後、特別講演会がございますので、引き続きご参加下さい。 

特 別 講 演 
 
演 題： 
「四十路からのトライアスロン、 

そして世界制覇へ」 

講演者： 佐藤 文昭 様 （8 期） 

同窓会総会開催案内 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

「いつか、またくぐる校門へ」 
68 期  吉岡 一靖 

 

3 年前、甲府市にある中学校に僕は入学した。この時、まさか千代田区の麹町中学校で卒業式をむかえるとは夢にも思わな

かった。今考えると、こうして麹町中学校の同窓会に入会できたのは、偶然の重なりともいえそうだ。2 年生の春、僕は麹町中学

校に転入してきた。父の仕事の都合で、今まで何度も転校を繰り返してきた。だが、麹町中学校に初めて来たときは、今までで

一番緊張した。地方を転々としてきた僕でも、名前ぐらいは知っている有名中学校。それが麹町中学校。僕なんかを相手にして

くれるだろうか。不安でいっぱいだった。 

だが、実際は想像と全く違っていた。僕が今、麹町中学校に抱いている印象。それは、「伝統と革新」だ。古き良き伝統を守

り、そのうえで新しい技術や行事を取り入れ、発展していく。いろいろな個性を持った生徒がいて、転入生や越境生にも寛容。そ

れが麹町中学校の校風なのではないかと思う。僕は、その校風とは 70 年にもわたる先生方とたくさんの先輩方の努力のたまもの

ではないかと思う。 

中途半端に転校してきた僕は、そんな麹町中学校に何かできたのであろうか。68 期生として、後輩たちにこの校風を受け継が

せることができたのだろうか。ただ一つ言えることがある、それは、麹町中学校は、僕が最初に来た時以上に、おもしろい学校にな

ったということだ。新しく始まった麹中塾や、報道局の取り組み、そして文化祭。その多くにかかわれた2年間は、本当に楽しいもの

だった。僕ら 68 期生は非常に恵まれていたと思う。こんな面白い学校で 3年間を過ごせたのだから。麹町中学校に転入してきて

本当に良かった。そう思う。だから、今一人の同窓会員として決意する。自分の選んだ道を突き進むことを。 

きっと僕の放浪？人生はまだまだ続くだろう。だが、僕は一人ではない。伝統ある麹町中学校の、卒業生なのだから。多くの先

生方や、先輩たちに支えられ、そして勝ち得たこの思い出、経験は、だれにもとられることのない僕の宝物だ。4月から、僕ら68期

生はそれぞれ自分たちの進むべき道に向かって、別々のスタートをする。だけどきっと、タイミングはバラバラでも、ゴールは変わらな

いだろう。いつか、自分の夢や、目標をかなえて、麹町中学校の校門を再び、堂々とくぐる。それが、ゴール。もしかしたら数十年、

ゴールに向けて、僕は走り続けます。 

追伸 先についた人、ゴールテープを張って待っていてください。 

3 月 18 日(金)、第 68 回卒業式が母校体育館で挙行された。卒業生

は 139 名。一人ひとり卒業証書を授与され、一回り大きくなったように感じ

ました。毎回感じることは、卒業生による答辞が素晴らしいこと。自分の気

持ちを自分の言葉ではっきりと表現され感動します。仰げば尊し、蛍の光を

歌っているときに、涙を流している在校生もいて、今年の卒業生が良い先

輩だったのだと感じました。素晴らしい後輩たちに乾杯。 

同窓会からは古賀会長、 

磯野顧問、黒川顧問、会計 

監査の泉さんが出席しました。 

 

同窓生の総数：21,347 名 

 
特別講演 

演 題： 「四十路からのトライアスロン、そして世界制覇へ」 

講演者： 佐藤 文昭 様 （8 期） 

プロフィール 

都立日比谷高校に進学し、山岳部に入部。昭和35年、慶応大学に入学し、山

岳部に入部。昭和 39 年、同大学を卒業し家業の政文堂書店に勤務。40 歳を過

ぎるころからジョッギングを始めるが、怪我のためトライアスロンにいきつく。 

新入会員の声 

4 月 7 日（木） 124 名の新一年生（71 期

生）を迎えて入学式が行なわれた。真新しい

制服を身につけ、緊張して入学式場に入って

きた新入生。素晴らしい中学校生活を楽しん

でほしいと思います。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

講義を聴いた生徒の感想： 

講義後、短時間でまとめた感想を抜粋して掲載します。 

2006年から始まった「卒業生が講師」も今回で10回目を迎え、講師にご協力いただいたOBは 

約 100 名になりました。 

平成 27 年度の「卒業生が講師」は 2015 年 9 月 12 日（土）午前中に行われました。今回から対象を 3 年生にし、2

時間目と 3 時間目に 2人の講師の話を聴講できるようになりました。本年度も同じ方式で行います。 

 

卒業生が講師 

平成 28年度講師募集！ 
 

今年度の「卒業生が講師」 

実施日：9 月 10 日（土）午前中 

講師 5 名 

（普通学級 4 名、特別支援学級 1 名） 

自薦他薦の連絡をお待ちしています 泉さん     成田さん    岩澤さん   白岩さん    本間さん    勝俣さん 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

高垣 孝(12 期) 
 

毎年麹町中学校の「教育の日｣に、卒業生が自分の仕事、研究、人生訓、趣味等を在校生に講演する「卒業生が講

師」という行事が、同窓会が講師選定の中心となってここ数年続いています。学校側からも特別授業として、生徒が生きた社

会勉強ができる機会として、この行事は好評のようです。 

実際私が一昨年、「成長の限界ともったいない社会に向けて」というテーマで、中学 3 年生のクラスで講演したとき、非常に

熱心に聴いてもらった覚えがあります。私はローマクラブの「成長の限界」という、当時はあり得ないと世間では批判された、40

年程前の未来予測の本を紹介しました。 

現在は世界人口増大も、石油、石炭資源の減少も、環境汚染増大もほぼ予測通りとなっており、この本が見直されてい

ることを述べました。そこでエネルギー資源枯渇、食糧不足、ひいては文明崩壊の危機を避けるために、エネルギー消費をいか

に減らし、自然エネルギーを中心とした、地産地消の持続可能な「もったいない社会」の構築が急務であることを訴えました。

これはそもそも君達の将来は余り明るくないぞと、ややネガティブとも受け取れる話だったので、生徒の反応が心配だったのです

が、生徒一人ひとりの感想文を読むと、この懸念は吹き飛びました。多くは低エネルギー消費を志向した「もったいない社会」の

重要性を理解し、自分が大人になったら、より暮らしやすい「もったいない社会」を作らなければならないというような、前向きな

コメントばかりでした。 

このように、「卒業生が講師」は単に先輩から後輩へ自分の成功体験や人生経験を伝えるだけでなく、現世代から次世代

の若者に何かメッセージを伝える場としても活用できる、いい機会だと思いました。とくにまだ中学生なので分かりやすく話せば、

思考も柔軟で、ストレートに話を聴き、素直に反応してもらえるので、やり甲斐があると思います。 

昨年の「教育の日」は生徒と共に聴講する機会がありました。私が聴いた3人の講師の方々は、三者三様なかなか含蓄の

ある内容でした。先ず19期の白岩正明さんの「心の健康」というテーマで、親に対する感謝の心や他人を尊敬する、愛する心

の重要性、勉学の重要性等を説かれていました。人間の尊厳にも言及した内容でしたが、ご自身の豊富な人生経験を基

に、共鳴しやすい話だったと思います。 

二番目に聴いたのは 61 期の岩澤諄一郎さんで「15 歳からの相対性理論」の話でした。難しいアインシュタインの理論物理

の話を、分かりやすい日常生活の体験を例に、現役の大学生である講師は友達感覚で親しみやすく話かけていたので、生徒

は理解しやすかった上に、物理(理科)にもっと興味を持ったのではないかと思います。 

三番目に聴いたのは、同じく 61 期の成田遥香さんという音大生で、「感性を信じて豊かに生きる」というテーマでした。残念

ながら私の聴講時間の制約で、彼女のサキソフォンの生演奏だけしか聴くことができませんでしたが、その美しい音色に感動

し、話を聴かなくてもまさに「感性を信じて豊かに生きる」ことを実践されている方だと思いました。恐らく音楽に興味がなかった

生徒も、自分も何か楽器をやってみたいという気になったのではないかと思います。 

このように中学生では自分がどうしたいか、将来何になりたいかがはっきりしない時期に、先輩の話や実演が、ヒントとなるこ

とが考えられます。従って、これからも幅広い分野から、できるだけ多くの卒業生に母校で話をしてもらい、生徒が自分に合った

将来を考えるきっかけとなれば、卒業生としても本望です。 

聴講した OB の感想 

 
 

 
泉 登茂子（17 期） 

 
会計は社会のインフラであり、経済活動が行われる場では記録の手段として必ず会計を伴います。日本公認会計士協会

では従来から、一般社会に会計の必要性を認識してもらうため、複式簿記や会計の基礎を普及させることに取り組んできま

した。身近なテーマに工夫や改良を加え、等身大かつ魅力的なキャラクターを登場させるなど、興味をもってもらえるコンテンツ

を使用して、小中学生向けには会計教育を通じた社会貢献活動の一環として「ハロー！会計」を実施しています。 

平成27年9月12日（土）、恒例の「卒業生が講師」で初めて講師を務める機会を得ました。将来公認会計士になりたい

という女子生徒がいたことや宅配ピザ屋を例にとった会計の説明に興味を持ってもらったことで、当日授業を受けなかった生徒

にも是非「ハロー！会計」を体験してもらいたいと思い、工藤校長にお願いして今回の授業が実現しました。 

会場はカフェテリア、講師１人とコーチ 6 人は全員東京会所属の公認会計士、3 年生 4 クラス合同で、午前 10 時半から

50分のひとコマ授業でした。最初、電卓がちゃんと動くか確かめるために、誕生月から誕生日を計算する計算問題で生徒たち

の心をつかみました。9 月に授業を受けた生徒もいたので、公認会計士という職業は覚えていてくれたようです。 

千代田区最強の頭脳集団である麹町会計事務所に勤

める凄腕の公認会計士になってもらい、タコ吉さんが経営す

るたこ焼き屋の赤字原因を調査し、アドバイスするのが生徒

の役割です。「たこ焼きを売るといくらもうかるのか（限界利

益）」「損ももうけもない販売量（損益分岐点）」「販売量に

伴って発生する費用（変動費）」「販売量と関係しない費用

（固定費）」などの会計概念を楽しく学びました。今後はカリ

キュラムへの組み込みに向けて協議を進める予定です。 

「ハロー！会計 in千代田」講座開催 開催日：平成 28年 3月 7日（月） 

主 催：日本公認会計士協会東京会 

対 象：今年卒業式を迎えた 3年生全員 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2 期 昭和 25(1950)年卒 同期会 
 

 満 81歳を迎えた 2期生の第 21 回同期会を（平成 27年)10 月 30日、四谷・主婦会館で、恩師を含めた 38 人が参

加して開催しました。実は昨年”傘寿”を祝っての開催に続いて今回は 81 歳で、半寿（はんじゅ、八十一）と、年寄りの悪

戯心を発揮した元気印しの面々で、気分ばかりは、あの頃そのまま。 

 鬼籍の友に黙祷を捧げて、近況などを互いに交歓、現役時代に南極大陸を取材した柴田鉄治君は、退職後も南極を

訪れて、国境も軍事基地もない平和な姿に「南極は人類にとって理想の地、愛国心より愛地球心を！」をテーマに各地で

講演。この話が発展して混声四部合唱曲『南極讃歌』が誕生した経緯と、CD による合唱曲が披露されました。元気の続

くかぎり 2 期同期会は、これからも随時開かれます。（青木健） 

5 期 昭和 28(1953)年卒 D 組 我がクラス会（ごん兵会） 
 

私達は昭和 28 年 3 月に麹町中学校を卒業した 5 期会 3 年 D 組の集まりでクラス会と言う名の下に年に 3 回位飲み

会を行っています。会の名前は担任であった先生の仇名である田村軍兵衛元次から取りました、そんなことで当初は「ぐん

兵会」でしたがいつの間にか判り易い「ごん兵会」となってしまいました。メンバ－は全部で約 20 人ほどですが体調不良など

の理由で欠席する者も多くなりこの頃は 12人前後のクラス会となっています。 

間もなく 80歳になるおじいちゃん・おばあちゃんでも中学のクラス会は殊の外楽しく小学校や高校時代とは又違ったなにか

特別な懐かしさが有る様な気がします。きっと中学 3年生と言うのが大人の入り口にさしかかった頃だからかもしれません。 

毎年クラス替えがあったのでたった一年間の同級生でしたが以来 60 有余年いまだに太い絆で結ばれている不思議な仲

間達です。それは田村先生が授けてくださった全人教育の賜物だと思っております。中学を卒業してからも先生の下にみん

なが集まってハイキングに行ったりキャンプ生活をしたりし自然に親しむ楽しさを皆で味わって来ました。 

先生も群馬県の沼田の旧制中学から新制麹町中へ転任されたばかりできっと理想に燃えていた頃ではなかったかと思い

ます。私達も働き盛りの頃は集まるのも中々大変でしたが 20年程前から昔を懐かしみ集まる回数が増え、銀座のビヤホ－

ルでの集まりから年を重ねるに従い和風の味が好ましくなり高田馬場の居酒屋、そして今は中野駅近くの肴の美味しい店

でお酒とお喋りを楽しんでおります。いつの間にか後期高齢者と呼ばれる年齢になってしまいましたが、みんな矍鑠（かくしゃ

く）としております。体に気を付けて健康寿命を伸ばし「ごん兵会」を皆でいつまでも続けたいと思っております。同期の方々ク

ラスを超えてご一緒に如何ですか。（D組 S.K.） 

同期会・クラス会報告 



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

26 期 昭和 49(1974)年卒 同期会 
 

去る 2015 年 10 月 11 日、四谷プラザエフにて 26 期の同期会を開きました。お懐かしい堀越一雄先生、梅澤留藏先

生、重野和夫先生、安原修三先生をお迎えし総勢 75 名の盛大な会となりました。皆 56、57 歳となり、個人の近況報告

にもさまざまな人生模様が織り込まれて感慨深いものがありました。次回は 2019 年の還暦同期会を目指しています。 

今世界のあり方はいよいよ混迷を深めており、限りある資源の循環を大切に、多様な価値観を尊重して共に生きる方向

へと舵をとるべき時期に来ています。26 期の仲間は、60 代にはそれぞれが身につけた知恵と力と勇気を、地域や若い人との

交流に生かし、健やかで実りある生き方をしてくれるのではないでしょうか。 学年幹事 柳田知子（旧姓阿部） 

同期会開催予定 



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
  
 
  
 
 
 
 
 

連絡先：生駒純典（同窓会幹事長） 
E-mail：kanjicho@kojimachijh-dosokai.jp 

同窓会からのお願い 

会費納入 
 

皆様のご協力により、麹

町中学校同窓会の活動も

活発になってまいりました。

今後とも会費の納入をよろ

しくお願い申し上げます。

同封の払込取扱票をご利

用下さい。 

 

住所変更等の届出 

同窓会ホームページから手続き、または以下の連絡先にお願いします。 

同期会・クラス会 

開催予定、実施報告 
 

同期会・クラス会を開

催、開催予定があれば、

同窓会まで連絡をお願い

します。 

本紙のほか、同窓会ホー

ムページでも紹介します。 

資料提供のお願い 
 
同窓会では、同窓会の歴史をまとめる作

業を進めております。つきましては旧同窓会紙

「そてつ」のバックナンバーをお持ちの方からの

資料の提供、活動状況のお話をお聞かせい

ただければ幸いです。 

68 期生 高等学校等合格者数一覧 

国立 私立共学 私立男子

筑波大坂戸 2 ICU 2 専修大学松戸 1 1

東工大付属 1 SDH　昭和第一 5 大東学園 1 1

高等工科 1 青山学院 1 千葉日大一高 1 1

国立合計 4 郁文館 5 中央大学杉並 1 2

郁文館グローバル 1 鎮西 1 2

市川 1 帝京 1 2

都立 いわき秀英 1 東亜学園 2 1

板橋 1 上野学園 1 東海大浦安 3 1

上野 1 大森学園 2 東海大高輪台 1 11

永福学園 3 かえつ有明 2 東海大望洋 1

大島海洋国際 1 日体大柏 1 東京音大付 1

大田桜台 1 関東国際 3 東京成徳大 2 私立女子

科学技術 1 関東第一 1 東京立正 1 1

北園 2 錦城学園 2 東洋 6 1

国際 1 国立音大附属 1 東洋大学京北 2 1

国際バカロレア 1 クラーク記念国際 3 豊島学院 1 1

小松川 1 慶応湘南 1 二松學舍大附属 2 1

駒場 1 京華商業 2 日本工業大学駒場 1 1

桜町 2 国学院 6 日大桜丘 1 2

忍岡 1 国学院久我山 1 日大鶴ヶ丘 3 1

新宿 1 駒込 1 日大二高 2 1

杉並 1 駒場学園 1 日出 3 1

杉並総合 1 桜丘 1 広尾学園 1 1

墨田川 1 実践学園 2 富士コンピューター 1 2

第三商業 1 芝浦工大附属柏 1 文教大付属 1 1

高島 1 渋谷幕張 1 宝仙理数インター 2 15

竹台 1 淑徳 4 豊南 1

竹早 1 淑徳巣鴨 3 朋友学院 1

多摩科学技術 1 順天 3 堀越 1

豊島 1 城西大附属城西 2 未来教室 2 4

戸山 1 城北埼玉 1 武蔵野 1 39

豊多摩 1 昭和学院 1 明治学院 1 156

西 1 杉並学園 1 目黒学院 2 199

練馬工業 1 駿台学園 1 目白研心 1

白鴎 2 成蹊 1 安田学園 2

日比谷 3 成城学園 2 四谷インターナショナル 1

三田 2 正則 3 早稲田佐賀 1

水元小合学園 1 専修大学附属 1 早稲田実業 1

都立合計 39 私立共学合計 130

開成

慶応志木

京華

佼成学園

私立男子校合計

愛国

江戸川女子

下北沢成徳

自由ヶ丘学園

城北

東京都市大塩尻

保善

東洋女子

トキワ松学園

豊島岡女子学園

日本女子体育大二階堂

聖徳大学付属女子

女子美大附属

滝野川女子学園

東京家政学院

都立

私立

合計

集計

文京学院大学女子

法政大学女子

私立女子校合計

国立


